
第 61回合唱祭開催について 

豊中市合唱協会 会長 阪本吉次郎 

未だに発生源が特定されていない今回の新型コロナウイルス感染の拡大により、現時点においても世界

中の様々な活動に大きな影響を与え続けています。また各合唱団の皆様におかれましては、大切なコーラ

ス活動が以前の様に十分ではない事も承知しています。今回、合唱協会と致しまして苦渋の決断で、7 月

の「合唱の夕べ」は中止とさせて頂きましたが、１２月開催の「合唱祭」につきましては、今後の私達の新し

い形のコーラス活動のスタートとなれるよう慎重に企画させて頂きました。共催でもある豊中市立中央公民

館においても、新しいスタイルでの文化活動として 7 月 1 日（水）からコーラス等の歌唱や楽器の演奏活動

についても利用を再開しています。今回の合唱祭は、通常の練習成果の演奏会ではなく、コロナ禍により

如何に社会状況が変わっても、私たちはコロナに正しく脅え、この半年間、知恵と勇気と希望ある行動で積

み上げてきた歴史の証を皆で喜び合いたいと思います。必ずしも出演は強制ではありません。様々な事情

で出演できない合唱団や、じっと「時」を待っている合唱団もあります。今回が最後でもありません。コロナ

禍に負けない、過去にこだわらず新しい合唱様式にスタートを切るステージです。8月 7日（金）16時からア

クア文化ホールにて、中央公民館、文化芸術センター指定管理者、施設管理者、舞台運営者、合唱協会が

立会い、種々検討した結果、三密を避け出演者の安全第一を図り、下記の内容を実施する事で「合唱祭」

を開催する事になりました。ご確認の程宜しくお願い致します。   

 

記 

A：ホール施設に関する事 

１．飛沫防止の換気対策について 

舞台の反響板は正面のみ（両脇・天井無し）とし、大道具扉（下手、上手）を一部解放し大型サーキュレ

ーターを使って常時換気ルートを確保します。舞台天井の強制排気は各数団体毎（約 30 分）に休憩を

取り約 5分間作動させ演奏中の飛沫を飛散させさます。舞台の先端には小型サーキュレーターを数台

上に向けて設置してエアーカーテン状態を作り、客席ゾーンへの合唱団飛沫を遮断します。尚、客席ゾ

ーンの換気は天井排気口、客席下部分が吸気口で常時稼働しています。 

 

２．録音・動画撮影について 

反響板がない分ステージにマイクをコーラス用３～４本、ピアノ用１本設置し、録音用は吊りマイクを使

用します。当日の CD配布はしませんが動画撮影をし、編集後合唱協会ホームページと YouTubeに動

画配信予定です。DVD希望者は有料で配布します。 

 

３．舞台演奏方法について 

入場した合唱団は速やかに舞台床にあるコーラス・ディスタンス用のポイント（前後左右 1.5M 間隔）に

立って歌って頂きます。合唱団員はマスクを外しますが指揮者・ピアニストはフェイスシールドとマスク

またはマウスシールド等を併用して頂き飛沫感染防止のため着用して頂きます。又カゲナレは設けま

せんので合唱団めくりを設置します。紹介文は各団でご対応お願い致します（15秒程度）。 

 

４．演奏終了後について 

各合唱団の演奏終了後、担当役員がステージ床をアルコール消毒します。 

合唱団は上手側に退場し、ロビー経由で屋外に出て頂きます。 

 




